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概要

このドキュメントでは、ダイヤラ プロファイルを使用してサイトごとに 1 つの B チャネルを使
用して ISDN 上で 2 つの異なるサイトをブリッジするための設定例を紹介します。

前提条件

要件

この設定を行う前に、ISDN サービス プロバイダーから次の情報を収集する必要があります。

ISDN スイッチ タイプ。●

ISDN Service Profile Identifier（SPID; サービス プロファイル識別子）と Local Directory
Number（LDN; 市内電話番号）（該当する場合）。北米では、SPIDS は、5ESS カスタム ポ
イントツーポイントを除くすべての ISDN スイッチ タイプに必要です。LDN は、ルータのロ
ーカルの 7 桁の ISDN 電話番号（市外局番なし）です。LDN は DMS-100 に必要です。

●

また次のネットワーク情報も収集する必要があります。

Point-to-Point Protocol（PPP）ホスト名：両方のデバイスに PPP クライアント名を割り当て
る必要があります。

●

PPP 認証タイプ：Challenge Handshake Authentication Protocol（CHAP）認証が一般的であ
り、この例でも CHAP を使用します。

●



PPP パスワード：すべての場所に PPP パスワードを割り当てる必要があります。●

IP アドレス情報： IP ネットワーク設計を作成する必要があります。●

電話番号 - 両方のロケーションの ISDN 電話番号。●

ユーザ名とパスワード。●

使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的
な影響について確実に理解しておく必要があります。

表記法

ドキュメントの表記法の詳細は、「シスコ テクニカル ティップスの表記法」を参照してください
。

背景説明

ダイヤラプロファイルを使用すると、コールに必要な物理インターフェイスの設定を、論理的設
定に切り離すことができます。ダイヤラプロファイルにより、論理的設定と物理的設定がコール
毎に動的にバインドされます。

注：一方のBチャネルでブリッジし、もう一方のチャネルでルーティングすることはできません
。

設定

このセクションでは、このドキュメントで説明する機能を設定するために必要な情報を提供しま
す。

注：この文書で使用されているコマンドの詳細を調べるには、「Command Lookup ツール」を使
用してください（登録ユーザのみ）。

ネットワーク図

このドキュメントでは、次のネットワーク セットアップを使用します。
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設定

ルータ 1

Current configuration:

!

version 11.2

service udp-small-servers

service tcp-small-servers

!

hostname Router1

no ip routing

!

enable password foo

!

username Router2 password bar

username Router3 password bar

isdn switch-type basic-5ess

!

interface Ethernet0

 ip address 10.1.1.1 255.255.255.0

 media-type 10BaseT

 bridge-group 1

!

interface BRI0

 no ip address

 no ip mroute-cache

 encapsulation ppp

 no ip route-cache

 dialer pool-member 1

 ppp authentication chap

!

interface Dialer0

 no ip address

 no ip mroute-cache

 encapsulation ppp

 no ip route-cache

 dialer remote-name Router2

 dialer string 5552323

 dialer pool 1

 dialer-group 2

 no fair-queue

 no cdp enable

 ppp authentication chap

 bridge-group 1

!



interface Dialer1

 no ip address

 no ip mroute-cache

 encapsulation ppp

 no ip route-cache

 dialer remote-name Router3

 dialer string 5553434

 dialer pool 1

 dialer-group 2

 no cdp enable

 ppp authentication chap

 bridge-group 1

!

dialer-list 2 protocol bridge permit

bridge 1 protocol ieee

end

ルータ 2

Current configuration:

!

version 11.2

service udp-small-servers

service tcp-small-servers

!

hostname Router2

no ip routing

!

enable password foo

!

username Router1 password bar

isdn switch-type basic-5ess

!

interface Ethernet0

 ip address 10.1.1.2 255.255.255.0

 no ip route-cache

 bridge-group 1

!

interface BRI0

 no ip address

 encapsulation ppp

 no ip route-cache

 dialer pool-member 1

!

interface Dialer0

 no ip address

 encapsulation ppp

 no ip route-cache

 dialer remote-name Router1

 dialer string 5551212

 dialer pool 1

 dialer-group 2

 no fair-queue

 no cdp enable

 ppp authentication chap

 bridge-group 1

!

dialer-list 2 protocol bridge permit

bridge 1 protocol ieee

!

end

Router 3



Current configuration:

!

version 11.2

service udp-small-servers

service tcp-small-servers

!

hostname Router3

no ip routing

!

username Router1 password bar

isdn switch-type basic-5ess

!

interface Ethernet0

 ip address 10.1.1.3 255.255.255.0

 no ip route-cache

 bridge-group 1

!

interface BRI0

 no ip address

 encapsulation ppp

 no ip route-cache

 dialer pool-member 1

 ppp authentication chap

!

interface Dialer0

 no ip address

 encapsulation ppp

 no ip route-cache

 dialer remote-name Router1

 dialer string 5551212

 dialer pool 1

 dialer-group 2

 no cdp enable

 ppp authentication chap

 bridge-group 1

!

dialer-list 2 protocol bridge permit

bridge 1 protocol ieee

!

end

確認

現在、この設定に使用できる確認手順はありません。

トラブルシュート

ここでは、設定のトラブルシューティングに使用できる情報を示します。

トラブルシューティングのためのコマンド

一部の show コマンドはアウトプット インタープリタ ツールによってサポートされています（登
録ユーザ専用）。このツールを使用することによって、show コマンド出力の分析結果を表示で
きます。

注：debugコマンドを発行する前に、『debugコマンドの重要な情報』を参照してください。

https://www.cisco.com/cgi-bin/Support/OutputInterpreter/home.pl
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
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debug ppp authentication：クライアントが認証を渡しているかどうかを確認するためのもの
です。Cisco IOS® ソフトウェア リリース 11.2 より前のバージョンを使用している場合は、
debug ppp chap コマンドを代わりに使用します。

●

debug ppp negotiation：クライアントが Point-to-Point Protocol（PPP）ネゴシエーションを
渡しているどうかを確認するためのものです。このコマンドは、アドレス ネゴシエーション
を確認するときに使用します。。

●

debug ppp エラー - PPP の接続ネゴシエーションや動作に関連するプロトコル エラーおよび
エラーの統計を表示。

●

debug isdn q931：ユーザのダイヤルイン時にISDN接続をチェックして、ISDNコールで何が
起こっているかを確認します（接続がドロップされている場合など）。

●

show isdn status：ステータスは次のようになります。
layer 1 = active

layer 2 = MULTIPLE_FRAMES_ESTABLISHED

レイヤ 1 がアクティブでない場合は、配線アダプタまたはポートが不良であるか、あるいは
接続されていない可能性があります。レイヤ 2 が TEI_Assign の状態にある場合、ルータは
スイッチと通信できていません。

●

show bridge：ブリッジ フォワーディング データベースにおけるエントリのクラスを表示し
ます。

●

show span：ルータが認識しているスパニングツリー トポロジを表示します。●

関連情報

ダイヤル テクノロジーに関するサポート ページ●

テクニカルサポート - Cisco Systems●
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//www.cisco.com/cisco/web/support/index.html?referring_site=bodynav

	ISDN を使用してブリッジするためのダイヤラ プロファイルの設定
	内容
	概要
	前提条件
	要件
	使用するコンポーネント
	表記法

	背景説明
	設定
	ネットワーク図
	設定

	確認
	トラブルシュート
	トラブルシューティングのためのコマンド

	関連情報


